事も少 いという ような 状態に な つ て ゆきました。 

そして 数年のう ちに、 彼 は 張 家の 腹心の 番頭 格に な 

り、 また 町の 労働者 間に 確固たる 地位 を 築き ましたが、 

彼 自身 は、 背が高いのと 腕が 長そう だと いう 感じ を 与 

える だけで、 一向 人目に つかない 粗服 を まとい、 どん 

な 用件 も 至極 簡単な 言葉です まし、 無駄口 は 殆んど 利 

かず、 暄嘩 口論な ど は 全くせ ず、 そして 始終 にゃにゃ 

笑って いる だけでした。 

なお、 伝える ところに よります と、 彼 は 相当な 収入 

があった 害です が、 いつも 金 は あまり 持って いなかつ 

たそうで あります。 何に 金 を K つた かとい うと、 酒と 



女の 衣裳に だとい うこと です。 その 港町に もや はリ 

ちょっとした 遊里が ありまして、 そこに 彼の 愛する 妓 

女が あり、 彼 は その 女 を、 蘇 州の 剌繡 〔# 「刺繍」 は 底 

本で は 「剌繡 匕 物 や 日本の 剌繡 〔# 「刺繍」 は 底本で は 

「剌繡 匕 物 や 北京の 毛皮な どで、 人形の ように 装わせ 

たがって いたそう であります。 また、 支那ば かりで な 

く 世界 各地の さまざまな 高価な 酒 瓶 を、 彼女の 室に 並 

べるの を 彼 は 無上の 楽しみと していた そうであります。 

但し その 真偽の ほど は 定かでありません。 

さて、 事 もな く 年月 は 流れて、 朱 文が この 町に きて 

から 七 年 目の 晚冬 初春の ことで ありました。 何 かしら 



しさ も、 殆んど 目立たない ほどで ありました。 

食卓の 料理の 皿 はいくら 食い荒らされても、 また 

ろく ぺん ギ 一ん こ 

次々 に 運ばれて きました。 鹿 鞭の 汁の 甘美 さや、 銀 茸 

の なめらかな 感触 や、 杏仁 湯の 香気な どが、 くり 返し 

ゅラ しょう 

味われ まして、 七面鳥 や 家鴨 や 熊 掌な ど は、 もう 箸 を 

つける 者 もな く 冷たくな つてい ました。 本場 紹興 酒の 

,.: あ ち あ，〕 

大 彫が、 汲め ども 尽きぬ 霊泉と なりました。 

男の人た ち は 拳の 勝負に 夢中に な つ てるの も あり、 

女の人た ち はう とうとし てるの も あり、 ただ 一 滄 だけ 

が いつまでも 杯 を 手に していました。 幼 明 はた だ朗か 

な 様子で、 宴席から 出たり はいったり、 小鳥の ように 



と 同様 粗末ながら 服装 を ととのえて 現われて きます と、 

一 座 はなに か 期待の 緊張のう ちに、 眼が さめた ように 

なりました。 

朱 文 は 〔# 「 朱 文 は」 は 底本で は 「朱 文 は 匕 ちょ つと 

張 幼 明の 方に 会釈 をして、 それから 張 ー滄の 方へ やつ 

て 行きました。 

「遅くな りました ご 

張 一 滄の方 は、 もう、 一 座の 空気 を 顧慮す る 余裕 も 

なかった ようであります。 いきなり 朱 文 を 片隅の 席へ 

引 張って 行きました。 

そして、 張 ー滄は そこの 椅子に どっかり 腰をおろし 



「然し、 俺が いいつけ たこと は、 俺との 約束 は、 あれ 

はどうし たんだ ご 

「何のお 話で ございます かご 

「なに、 何 をい うの だ。 俺た ちの 苦力 を、 お前の 青 布 

の 連中 を、 結束して 立た せる、 という ことで はな かつ 

たか ご 

「それに は 武器が いります。 然し 武器 は 少しも ありま 

せんご 

「たとい 銃がなくても、 刃物 や 鉄棒 や 石 は ある 害 だ ご 

「そのような 物で は 役に立ちます ま いご 

「身： K: でぶ つかって ゆく の だ。 今にな つてお 前 は、 问 



というよりも 寧ろ、 町に 案内され て 屯ろ しました。 

町の 人た ち は 皆、 家屋の 奥に 逃げ こみ、 閉じ籠って 

いました が、 多数の 逞 ましい 苦力た ちが、 宛 も 友人 を 

でも 迎える ような 調子で、 にこに こした 態度で 町中 を 

うろついて いました ので、 これに は 匪賊の 方で 勝手が 

違って、 急に 和らいだ 気勢に なって しまいました。 朱 

文と 賊の 首領との 間に、 何 か 連絡が あつたの だと も、 

一 説で は 伝えられ ています。 

そうして、 匪賊た ち は 苦力た ちに 話しかけ、 苦力た 

ちの 方で も 匪賊た ちに 話しかけました。 

そして 河岸の. E 場に、 互に まじり 4 口って 集り、 火が 



至る所に 光って いました。 

朱 文 は それ を 避けて か、 青 布の 苦力た ち を ねぎらつ 

てから、 張 家の 小 房に 閉じ籠って いました が、 その 日 

の 夜、 ひそかに 外出の 仕度 をした ところ を、 張 ー滄に 

つかま リ ました。 

張 ー滄は ひどく 面窶れが して、 その 肥え太った 身体 

は、 骨ぬ きの ぶよぶよの 肉ば かりのよう でありました _ 

上唇の 髭が しょんぼりと 垂れて、 頰 のへん にび くびく 

した 震えが 見えて いました。 

彼 は 朱 文の 小 房の 外に、 だいぶ 長い間 佇んで いたら 

しく、 朱 文が 外に 踏み出す や 否や、 ひどく 慌てて、 眼 



実は、 その 頃、 朱 文 は その 愛する 妓 女の 彩 紅の 奥 室 

で、 一切の 人 を 避けて、 酒 を 飲んで いました。 

彩 紅 は 二十 三 歳の、 体軀も 肉附も 豊かな、 明朗な 美 

人で、 一 点、 清澄な 瞳の 奥に 深い 悲しみ を 宿した よう 

なと ころが、 時あって 仄 見える ので ありました。 今夜 

はどうい うの か、 その 一点の 悲しみが、 刷毛で はいた 

ように 拡がって、 彼女 を 淡く 包んで るよう でした。 彼 

女 は 空色の 服 を まとって、 長椅子の 上に、 朱 文の 腕に 

よりかかって いました。 

室の 片隅の 衣裳 箪笥の 前の 小 卓に は、 脱ぎす てられ 

たま まの ものら しく、 雲 竜の 華麗な 剌繡 〔# 「刺繍」 は 
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